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会風潮 ・流行、民族言語 ・文化などの領域と交叉 しながらも、特有の論理を講築 ・再構築 しな
がら展開されるが、南洋ないし南方に移住ないし駐在した 「日本人子女」の教育環境に脈打っ
た論理とは何なのか。フィリピンを射程において考察してみたい。筆者は、これまでマニラや









の建設」がこれを覆うようになる。内地の動静を反映 していた教育論 としては、 「低級な土人」
の社会に馴染むことは、帝国臣民としてあるまじきことであリ、日本の臣民教育を直接的に持
ち込んで、 「一等国民」としての衿持を維持し、その状態で現地に根を生やすことが、まずは
















日本の南方関与、フィリピン関与の多重性を論 じる時、まずこの 「日本」の人々の多様性 を
問題にしなければならない。 「日本人」とは、『広辞苑 」によれば、 「日本国に国籍を有する
者」 ・ 「日本語を話す者」 ・ 「大和民族」などと定義されているが、この場合、 「日本国民」
と 「日本人」とは区別されなければならない。日本の植民地統治下あった朝鮮人や台湾人、樺
太や南洋群島の現地の人々は 「日本国民」であった時期もあったが、日本語を母語とする 「日
本人」 ・ 「大和民族」ではない。しか し、その際、かつての琉球やアイヌの人々を日本語を母
語とする 「日本人」であるとは言いがたいということが生 じてくる。沖縄県人は、自らを 「ウ
チナンチュー」と呼称し、 「本土」の人々を 「ヤマ トンチュー」と呼んで区別している。
また、 「日本」の南方関与といった場合、 「日系人」を無視することはできないように思わ
れる。現地国の国籍 ・市民権をもつ混血二世は、 「日本」の南方関与の重要な局面を担 う。こ
とに学校教育場面においては、そうである。また、現地国といっても、南洋の諸国のみならず、
アメリカなどの日系人も戦時に南方に 「関与」 している。




















『 とうさん待っているから、いったんは帰 ってくれって 』いった。しかし、本人は兵隊になる
よりましかと思って、下船した。(中 略)NM氏 は軍の強い要請で通訳 となった。第7方面軍
の憲兵指令部に配属された。敗戦で現地で抑留され、監獄に入り、栄養不良で、仲間はアメー
バ赤痢にかかり、次々と倒れた。戦後巣鴨プリズンに移送され、やがて釈放された。」 ㈲ 「
学生だったTM氏 の家族は、シンガポールで『 かなりきつい調子で 』軍の通訳として雇うから














ニラで下船するように『依頼、強い依頼 」があった。兄の方が降りた。」 ω 「戦前日本 語学
校長として活躍したE夫 人は、下船するとき、ここで降りるのだからといって、「辞世の句 』







選 んだ 日系 アメ リカ人 の打算の結び つきが、新た な悲劇 も生んだ。そして、その最中で、 日系
三世が誕生 していたの であ る。
こうして、交換船で南:方と関 わった 日系ア メ リカの境遇は、 「日本」の南 方関与に新 たな彩
りを加 える。マニ ラで の境 遇 は、フ ィリピン関与 の増 補 を成す。 日米交換船 で南方に 「下船」
した 日系 アメ リカ人の動 向は、今後 よ り一層 研究 され なければな らない。
(2)日 本人 の生活様態 の多重性
渡航 目的 ・生 業の多様性
フ ィ リピンは、他の南 洋地域 に比 して、渡航 目的 ・渡航地域 が多様である。両者は連関 して
い るが 、多 くの南洋 に移住 した 「日本人」が、植民都 市空間での商業を生業 としたのに対 して、
フ ィリピンには、 ダバ オの麻栽培 があ り、バ ギオの野菜栽培や鉱 山採掘 、建築請け負 いが あ り、
セ ブで は漁業 も盛んで あった。
渡航 目的 の多様 性につ いては、早瀬晋 三の調査 によれば、明治36(1903)年か ら昭和14(19
39)年までの移 民取 り扱 い会社経 由の渡航 と、明治34(1901)年か ら明治44(1911)年までの、
この経 由を しない 「自由渡航」者 との合計 は、全体 の25,966名中、① 「農業」20,849名(82.7
%)、 ② 「大工 」852名(3.4%)、③ 「木挽 」545名(2.2%)、④ 「土木事業 ・土木工事」40
9名(1.6%)、⑤ 「漁業 」406名(1.6%)などの順 にな っている(9}。これは 「海外出稼 ぎ 労
働者 また は労働 移民」 を意 味す る 「移民 」に限定 され ているた め、 「非移民」である 「商用」
「商業」 を 目的 とする者 の数は含 まれ ていな いが 、例 えば、「比律賓年鑑 』昭和 十二年度版の
「マニ ラ総領事館 内在 留邦 人職業別人 口表 」(昭 和 十年十月一 日現在)に よると、本業者 とそ
の家族 を含 めた全体の7,551名中、① 「会社員 ・銀行員 ・商店員 ・事務員」1,504名(19.9%)、
② 「漁業 および 同労働者 」1,043名(13.8%)、③ 「大工 ・左官 ・石工 ・ペ ンキ職」1,039名(
13.8%)、④ 「物 品販売業 」791名(10.5%)、⑤ 「飲食料品および嗜好品製造」565名(7.5
%)、 ⑥ 「農業 および同労働 者」554名(7.3%)、⑦ 「森林業および同労働 者」177名(2.3%)
⑧ 「土木建築 」155名(2.1%)、⑨ 「工場 労働 者」146名(1.9%)、⑩ 「画家 ・写真 業」1
14名(1.5%)、⑪ 「その他 の自由業」97名(1.3%)、⑫ 「医務に関す る業」87名(1.2%)、
⑬ 「理 髪業」72名(1.0%)、⑭ 「車馬業 ・自動 車:運転手」68名(0.9%)、⑮ 「家事被雇人 」
55名(0.7%)、 「その他 」1,017名な どとな って いて、多種多様な渡航 目的 ・職業が示 され て
いるのであ る。
多様 な団体 ・組織





ダバオ(大 正7年)・ イロイロ(大正8年)・ バギオ(大正9年)・ ザンボアンガ(大正10年)
・ピコール(大 正13年)・ネグロス(大 正15年)・アパリ(昭和5年)・ キャビテ(昭和6年)









オに岡山県海外協会支部(昭 和3年)、 福島県海外協会支部 ・広島県海外協会支部(昭和5年)




ャポ区民会(昭 和4年)、 サ ンタクロース区の近友会(昭 和14年)などである。こうした地縁
は、 日本からの寺院の設立の基礎 となり、(5)寺院を中心とする組織が形成される。マニラの仏
教婦人会(大 正7年)と 仏教青年会(昭 和10年)などである。そして、(6)青年団もつくられる。
マニラに日本人青年団(昭 和2年)、 バギオに青年団(昭 和4年)が 設立されている。
しか し、何といっても量的に多 いのは、経済活動における組織である。最も大きなものは(7)
商工会であろうが、マニラに日本人商工会(大 正3年)、 ミンタルに商工会(昭和5年)、 マ
ニラに日本商業会議所(昭 和7年)、 ダバオに トリル商工会とダバオ商工会(昭和8年)が で
きている。(8)より小規模な組織 としては、マニラにミイタナオ倶楽部(大 正5年)、 ミンダナ
オ島のカテガンに親営会(昭 和3年)、 ダクダオ ・ラクソン ・ベントラ ・スアレスに四耕地連
合自営者会(昭 和4年)、 ミンタル ・ビアオ ・ギヤンガ ・リバーサイド・タロモリバーに五耕
地連合自営者会(昭 和5年)、 ダバオの トンカラン協同組合および木曜会(昭和9年)な どが
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ある。そして、(9)個別の業者間の同盟組織がある。マニラにパコ実業組合(大 正7年)'、日本
人氷屋連合組合(大 正8年)、 日本人船舶大工組合(昭 和6年)、 日本人マッサージ会(昭和
7年)な どができ、ダバオに日本人栽培協会(大 正8年)、 日本人自動車運転手組合(大 正13
年)、 氷屋組合(昭 和2年)、 河殖産組合(昭 和4年)、 写真同業組合 ・ラクソン協同組合(














2.バ ギオ 日本人学校における混血二世 と教育理念
(1)バギオ日本人学校の混血二世
バギオ日本人学校については、筆者が 「第二次大戦前の日本人学校教員の教育体験 ・意識に
関する研究一バギオ ・満州 ・上海における教員への聴き取りを通して」(『龍谷大学論集 」第
424号、1993)において論 じたことがある。また、長谷川稔が、「第二次世界大戦以前のフィ
リピン日本人社会における新しい方向性 」と題する卒業論文(大阪大学文学部文化交流史専攻




























土人女子(但 シ 「イゴロテ」族ニシテ邦人 ノ妻)三 十六名
児童百二十名(内 四十七名ハ学齢児童ナ リ)
右多クハ明治三十六年ベ ンゲツ ト移民 トシテ或ハ明治三十七年大工、木挽 トシテ航航シ爾来農



























「大正十二年五月二十入 日付公第二 〇七号在マニラ杉村総領事来信二依リ調査スルニ 日本
人 ・学齢児童入名 不就学児童一名 学齢二達セサルモノ 三十六名 土人 トノ混血児 ・学齢
児童二十二名 不就学児童ナシ 学齢二達セサルモノ 入十二名 就学児童ハ全部比律賓ノ学
校二通学セルモノ 右二依 レハ学齢児童ハ比律賓ノ学校二通学シ居ルニ付小学校設立二焦眉 ノ
急ニハアラサルヘク又学童余 リニ少キ地二寺子屋式ノ小学校ヲ建設スルハ経費等ノ点ヨリスル
モ面 白カラス依テ今少シ学童増加ノ後適当ノ機会二於テ補助ヲ与へ学校学校ヲ建設セシムル方













実際、表1・ 表2に 見 られるように、開校 当初よリ 「混血児」の方が 「純邦人児」より多い。
「純邦人児」という名称に目を引かれるが、戦前の数ある日本人学校の中で、混血児童が 「純
邦人児」を上回っている学校は、唯一バギオだけではなかったか。最初は、6歳児で幼稚園、




















































2 5 4 13 3 9
7 17 12
(バギオ日本人小学校 「大正十四年四月一 日入学児童ノ状況」『 目録 」[外務省外交
資料館所蔵]よ り作成。)
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表2バ ギオ 日本人学校児童の状況(大 正15年4月現在)
第1学 級 第2学級
幼稚園 第1学 年 第2学 年 第3学年
純邦人児 混血児 純邦人児 混血児 純邦人児 混血児 純邦人児 混血児
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
6歳 2 15
7歳 21 3 1 1
8歳 1 1 21 1
9歳 3 2 42
10歳 1 1 11
11歳 1 1 11
12歳 1 11 11
13歳 1 1 1 1
14歳 1 1
15歳 1 1
5 10 4 10 3 11 3 8
計
15 14 14 11
















捨てることではなく、現地の美点 ・長所 ・習慣を尊重 して、必要な場合のみ日本精神を発露し
て現地と協調 していくことが、真の発展であると説 く論は、現地志向の姿勢を示している。









































































こうして白人を審判する 「入 紘一宇」こそが、 「祖国に生を享けし者の大任である。殊に海
外に活動する我等の玩味すべき事ではあるまいか」(22)として、 「祖国に生を享けし者」しか
視野に入っていないかのような発言をするに至っている。











3.バ ギオ 日本人 学校 の混血 二世調査
では この ような教 育環境 のも とで生活 した混血二世 に対 して実施 したアンケー ト調査の結 果
を考察 する ことを通 して 、さ らに実態 を把握 する ことと した い。
(1)調査協力者
調査 に協力 していただ いたのは、男性 では、加藤利 夫(EduardKato)[敬称略、.以下同 じ]
:65歳、長岡良男(JohhyDavidNagaoka):65歳、大久保セ ビオ(EusebioOkμbo)の3名、








まず 、 「学校時代 で特 に印象 に残 って いるこ とを書 いてくだ さい」と尋ねて、どのよ うなこ
とが 印象深 く記憶 にある のか を聞 いた。 この回答 は、① 「戦争のは じまった時だったので とて
も きりつ正 しく、 きび しくきたえ られ ま した」、 「修身 とつがの時間 がきらいであった」、 「
DisciplinedLearnedpunctualityanddisciplinedTKO-CHOSENSEIKARABINTASA-
RETATOKI」、 「1)Wewereverydiscilplinedpeople2)Wewereverygoodinspeaki㎎
日本 ご一JapaneseLa㎎uage」な どの規 律や、鍛練教 育の厳 しさを挙げる者 、② 「運動 会の こ
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と。先生 はとても きび しか った こ と」、 「Undokai(11月3日)」、 「UndokaiKoinobori」
「undokai&excursion&so皿eJapanesesongs.Webowatthegatebefore&afterenter-
ingtheschoolgrounds」な どの運 動会や学芸 会な どを挙げ る者 に分 けられた。
戦 時で もあって規律 を重ん じる教 育が浸透 してお り、時には ビンタの制裁もあ った。 しか し
運 動会や学芸 会が楽 しい思 い出ともな って いる。 日本語 の教育もかな り徹底 していた ようであ
る。
(3)学校行事
また、学校 行事 につ いての感想 としては、a.四 大節祝賀に関 しては、 「日本人 である事に
ほこ りを持 ち参 加す る事 が うれ しかった」、 「AttendancetoaliJapanesefestivalsin
schoolarerequired」、 「Wewererequiredtoparticipateineveryしょうがつ、きげん
せ っ、め い じせ つ」、 「お正月 には門松 をたて てお餅 をつ いて祝 いました。きげん節 にもみん
な集 まって式が行 なわれ ま した」 と回答数 は少な いが、 「日本人 であるこ とに誇 り」 とい う言
葉 が胸 を打っ。b.教 育勅 語奉読(御 真影)に つ いての回答 は、「Wewererequiredtorecite
&writeeveryday」、 「毎朝 、朝礼の時 に教 育勅 語 を読 みました」と書かれていて、臣民教
育 の儀 式が毎 日行 なわれ て いた ことが分 かる。
(4)日本の教科書 につ いて対す る違和感
日本の教科書 につ いて、特 にその違和感 を尋ねた が、 「私 たちはまだ小 さかったのでとても
きょ う味深か ったです」 、 「Weweregivencompletetextbooks」、 「GRADEIWASINKATA-
KANAWITHKANJI.GRADE旺一UPWEREINHIRAGANAWITHKANJI」、 「none」、rnotextbookthat
time」、 「日本語 と英 語 で半分 しか教わ らなか った 」な どの記述が見 られた。 「違和感」があ
った との記述がな いが、 カ タカナ ・ひ らかな ・漢字 ・英 語と多 くの種類の文字に接 して大変で
あ った様 が読み取れ る。 また、戦 時で教育が 中断 された ことも書かれて いる。
(5)混血児 としてい じめ られ た経験
このこ とにつ いては、 「なか った」、 「ナ シ。校長 よ りよくたたかれた」、rnine(No)」、
「asusual」、 「Noexperienceofdiscrimination」、 「BecauseIwenttotheJapanese
schoo1,IwasdespisedbyseveralpeoplewhenJapanwasdefeated.」、 「ひ とりぐらい
あ る」、 「ByPilipinowearealwaysmockbothold&children」、 「フィ リピンではあ り
ません で した。 日本 の学校 ではクロ ンボ と云 われ て追か けられま した」などと書かれている。
(6)卒業後の進学 ・就職
次 に、 日本人小学校 卒業後 の進 学 ・就職 について尋ねたが、① 「卒業 しな い中に戦争が終 り
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日本に強制送かんされ、日本で小学校4年 生から新制 申学校を卒業 しました」と日本で進学 し
た者もあるが、多くは②
HIGH SCHOOL SOTS1]GYO 
Baguio Central School 
went to enroll in the 
stopped schooling and 





[NIPPONGIN SHO GAKKO ATO PHILIPPINE NO GAKKO NI HAIRIMASHITA
SHITE DAIGAKKO E HAIRIMASHITAj , [Grade Six English School 
Baguio City. Then High School at St. Louis Baguio Cityj , FI 
Public Schools , [After Japanese School war closed in 1945. I 
the next school opening. I was enrolled in Local school at 
finish Nursing and worked as a nurse] , [Went to school Canpo 
City] , [I went to Turinidad Agri School, FI) worked under
in Suyo,Ilocos Sur. 2 エイ ゴの がっこ うにか よった My husband sent me to
と、現地 の小学校 やハ イ ・スールに通 い、看護婦 などになっている。 しか し、③ 「
called by the
tinue my studies]








public schools , [Teacher ,housekeeperi




前の 日本の精神主義的 ・鍛練主義教育を受け入れやす い教育風土が存在したと考えられる。ま
た、②
wife]
Ibusinessj , rnursei , (House wife, Businesswoman] の職 にあ った り、③ FHouse
「なし 家庭主婦 ボランチャの仕事」と回答 した者もいるが、④ 「日本で在 日米陸
軍司令部キャンプ座間」と書かれているものもあった。
(8)父親 につ いて
a.父 親 の出身 につ いて は、①福 島県3、 ② 和歌山県 ・広島県 ・福 岡県 ・鹿児島県各2、 ③
京都 府 ・山 口県各1で 、移民 県 と言われ ると ころがや は り多 い。当初 は、山梨県も多か った よ
うであ る。b.職 業 としては 、① 農業7、 ②大工6、 ③鉱業1と なっていて、バギオにお ける
在留 邦人 の職 業分布 と相似 してい る。c.父 親 が、バ ギオに来た時の年齢 は、①16歳が4、 ②
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18歳が2、 ③24歳 ・25歳 ・29歳が 各1と な っ て い て 、 尋 常 小 学 校 卒 業 後 ま も な く し て 渡 航 して
い る こ と が 分 か る 。d.そ の 理 由 ・動 機 を 尋 ね る と 、 ① 「FORTHECONSTRUCTIONofKENHOM
ROAD」、 「toworkinKennonRoad」、 「toworkintheCannonRoad」、rToopenKennen
Road」、 「HelpedburiedKennonRoad」、 「ToworkintheconstructionofKemonRoad」
と ベ ン ゲ ッ ト道 路 開 削 工 事 の 者 が 最 も 多 い 。 次 が 、 ② 「OHY舐USHOTO継IKO」、 「toworkas
farmer」と 野 菜 栽 培 で 、 ③ 「大 工 の 弟 子 と し て フ ィ リ ピ ン に 渡 り 、 少 しず つ 成 功 し 、 病 気 に な
っ た の で バ ギ オ の 涼 し い 所 で 住 む よ う に な っ た の で す 」 、 「キ コ リ 実 子 を 鹿 児 島 実 業 高 校 の
教 育 を さ せ る た め 」 、 そ し て 「storekeeper」と な っ て い る 。
e.そ の 仕 事 に つ い て 、 ① 「大 変 う ま く い っ て い た 」6、 ② 「ま あ ま あ う ま く い っ て い た 」
3、 ③ 「あ ま り う ま く い っ て い な か っ た 」1、 ④ 「失 敗 で あ っ た 」1と し て お り 、 お お む ね 順
調 で あ っ た よ う で あ る 。f.そ の 理 由 に つ い て も 尋 ね た が 、 「よ く は た ら い て い た か ら 」 、 「
日本 の 大 工 さ ん は 仕 事 が き ち ん と し て い る の で ひ ょ う ば ん が よ か っ た か ら 」 、 「酌fatherwas
abletobesuccessfulinfar珊ni㎎」 、 「Hewasaconductorinabigcompanyherein
BaguioCity」な ど と 回 答 さ れ て い る 。 日 本 人 の 勤 勉 さ ・器 用 さ ・信 頼 性 が 示 さ れ て い る 。
g.父 親 の 印 象 に つ い て は 、 「や さ し い 」 、 「鹿 児 島 武 士 で ほ こ り高 く 、 家 族 思 い で と て も
や さ し く 、 た た か れ た こ と が な か っ た 」 、 「kind,andsometimeheisdrinkharddrinki㎎
wine」、 「Hewaskind.HeworkinKennonRd.」、 「STRICTASTOCLEA煙1」INESS,MANNKRS,
WORKBE}猛VIOR」「Hyfatherwasverystrictdisciplineandhardworki㎎andalsokind
andunderstandi㎎」 、 「1)kind&understanding2)industrious」、 「verykind&very
strict」、 「veryunderstanding,kindtous」、 「Iwasjustalittlegirl,Icouldstill
remember.Hewasstrictintesachingwhichisgoodbutverykindandalwaysbringme
out」、 「い つ も 正 直 で あ る こ と を 主 張 し 、 自 分 の こ と は 出 来 る だ け 自分 で す る こ と を い っ も
云 っ て い ま し た 。 で も 父 は と て も や さ し い 方 で し た 」 な ど と 記 述 さ れ て お り 、 厳 し い 申 に も や
さ し く 理 解 あ る 父 親 像 が 浮 か ん で く る 。
(9)母 親 に つ い て
母 親 の 、a.種 族 に つ い て は 、 ① イ ゴ ロ ッ ト ・イ バ 亡1イ(lbaloi)各3、 ② イ ロ カ ノ ・ボ ン
ト ッ ク 各2、 ③ タ ガ ロ グ ・カ ン カ ナ エ(Kankanae)各1と な っ て い て 多 様 で あ る が 、b.職 業
と し て は 、 ① 「HouseWife」が6、 ② 「farmer」が4、 ③ 「Storekeeper」が1と な っ て い て
家 事 に 従 事 し て い る 場 合 が 多 い 。
b.母 親 の 印 象 を 聞 く と 、 「フ ィ リ ピ ン 人 で あ りな が ら も 日本 人 と よ く 交 わ り 、 日本 語 も 少
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し話 して いま した 」、 「や さ しい」、 IMy mother was very hard working and industrious.
She sent all of us sibling to colledge even as a sigle parent after our father 
repatriated to Japans , [She was a great mother. She raised us inspite of the 
ship(support us)j , [strictfull,kind,a good mother] , [responsible mother. , 
mother always busy working to feed family] , [She was kind,good worker and good






き、 日本 人 ともよ く交わ り、子 どもに対 しては厳 しくもや さ しく支援す る母親像 が保持 されて
いる。父親 が帰国後 も、一 家を支えた母親像 も印象的 である。
(10)きょうだ いにつ いて
人数 と して は、①9名 ・6名 ・5名 が各2、 ②12名 ・8名 ・7名 ・4名 が各1と な って いて
多 い。
(11)家庭 での しつけ と学校 での訓 育
表3は 、家庭で の しつけ につ いての回答結果 を示 して いる。各々の項 目について、 「大変厳
しか った 」 ・ 「少 し厳 しか った 」 ・ 「どち らでもな い」 ・ 「あ まり厳 しくなかった」 ・ 「全 く
厳 しくなか った」の5段 階での 回答 を求め、そ の結 果 として厳 しさの程 度が高か った と思 われ
る順に並べ たもの である。 また表4は 、同 じ項 目につ いて学校 の訓育 としてはどうであったの
かを尋ね 、同様に順 に並べて いる。両者 を比較 しなが ら、考察 してみ よう。
「家庭 の しつけ 」にお いては、 「親孝行」が最 も厳 しくしつけられた としている。次いで 「
神 様へ の敬 い」が来 て いるが 、こ この 「神様 」が、 日本 の神道の神か キリス ト教 の神かは不明
であ る。 両者 を区別 して聞 くべ きであ ったが 、いずれ にせ よ信仰 を重ん じていたことは確 かで
ある。3番 目に 「義理 ・入情」が あ り、 日本的人 間関係への観念 もしつけ られ ていた と見 られ
るが、4番 目に 「天皇陛下 への忠誠 」が来て、相 当程 度臣民 としての しつけもな されていたと
見 る ことが できる。そ して、 「日本語 の習得」 になって いるが、 「少 し厳 しかった」の方が 「
大 変厳 しか うた」 を上 回ってお り、 日本 語 は家庭 では完全には しつけ られていなか ったことを
うかがわせ る。次の 「目上 の人 に対 する礼儀」 になる と、 「あま り厳 しくなかった」が3名 あ
り、 この点 では少 しゆるんで いた と見 られ る。 そ して、 「仲 間集団への忠誠」 となっているが、
「仏様 への信心 」では 、 「大変厳 しかった」が4名 いるが、 「全 く厳 しくなかった」も3名 い
て、仏 教への信仰 は各家庭 にお いて違 って いた ことが予懇される。
'また
、 「日本的行儀作法(あ いさつ正 座な ど)」 につ いては、 「少 し厳 しかった」が最 も多





大変厳 しい 少し厳 しい どちらでも あま り 全く
①親孝行 7 2 1
②神様への敬 い 7 1 3
③義理 ・人情 6 3 1 1
④天皇陛下への忠誠 6 2 1 1
⑤日本語の習得 5 6 1 1
⑥ 目上の人に対する礼儀 5 3 1 3
⑦仲間集団への忠誠 4 4 2 1
⑧仏様への信心 4 2 1 3
⑨日本的行儀作法 3 5 4
⑩ 日本の食事 2 3 2 2
計 49 31 13 13 3
「学校の訓育」においては、 「天皇陛下への忠誠」が首位にある。臣民教育の徹底ぶ りが偲
ばれる。次が、 「日本語の習得」と 「日本的礼儀作法」である。学校での訓育らしい項 目であ
る。そ して、 「目上の人に対する礼儀」 ・ 「親孝行」 ・ 「義理 ・人情」と来て、 「神様への敬









大変厳 しい 少 し厳 しい どちらでも あ まり 全く
①天皇陛下への忠誠 8 1
②日本語の習得 8 1 1
②日本的行儀作法 8 1 1
④ 目上の人に対する礼儀 6 3 1
⑤親孝行 6 2 1
⑤義理 ・人情 s 2 1
⑦神様への敬い 5 3 1
⑧仲間集団への忠誠 5 2
⑨仏様への信心 4 2 2
⑩ 日本の食事 3 2 3 1




















く れ た 」 、 [very hard Iife-no food, have to
 [We suffered from scarcity of food] 
 Food was scarce forwards the end of 
accepted to buy food] , [STAYING IN 
WHEN WAR BECAME HARDE R EVACUATION IN
start from nothing]  [very hard, no food]
 [We were in constant fear becouse of bombing. 
war. Later part of war Japanese money was not 
THE AIR RAID SHELTER DURING THE DAY AND LATER 




全体的感想にも、 「二度 と戦争に合いた くない」、 「戦争前はみんな日本的な教育、行事が
行なわれ、みんな平和な楽 しい日本人町がありました。戦争さえなければきっと現在はフィリ
ピンも平和な国 であるか と思 って います 」、
Japanese
that
language and I should have seen
was my wish before whenl was a girl
FIf theres no war I should







と い う 思 い が 強 い 。 日 本 人 学 校 で の 教 育 に つ い て は 、 「1)everyyeartherewasうん ど う か
いforustoparticipate2)everydaywehadaradioた い そ う3)ひ な ま つ り4)こ
い の ぼ り が あ り ま し た 」 と い う 楽 し い 思 い 出 も あ る が 、 「STRICTEDUCATION州DVERYDISCI-
PLINARY」、 「WeapPreciatethedisciplinethatwasenforcedthatguidedusinour
laterlife」、「WewellthankfulforlearninginJapaneseschoolforwearedisciplined
habit&character」と い う よ う に 、 厳 し い 訓 育 を 感 謝 し て い る 。 後 の 生 活 に お い て よ か っ た




























のように、銀行商社 と地元での商売などの 「上町」と 「下町」の階層区分があったところでは、
こうした 「いじめ」が出る比率が高かった。その点、バギオは、 「区分け」のしない差別意識
のない雰囲気が学校全体に漂 っていたフィリピン唯一の地域といっても過言ではない。先ほど
のアンケー トでも、いじめや差別は 「なかった」が、 日本では 「あった」と回答している。
篠崎軍蔵 ・第2代 バギオ日本人小学校校長は、混血二世の長所として、 「日本人としての自
覚強 し」 ・ 「比較的質朴純真である」 ・ 「強健なる身体を有する」 ・「純血児、混血児の融和
よし」 ・ 「闘争癖少なく反抗心薄し」 ・ 「暗記力(理 解によらぬ)強 し」 ・ 「嫉妬心割合に少
し」、短所として、 「推理、思考の念薄 し」 ・ 「緻密(綿 密)な る素質乏し」 ・「進取の気象
少 し」 ・ 「礼儀作法に無関心である」 ・ 「整理、整頓、清潔を欠く」 ・ 「意志発表の工夫少し」

































ノ効績 ヲ挙クルニ努メ来 レル トコロ各地在住就学児童ノ増加進級二伴イ万全ヲ帰スルヲ得サル
次第バー般在留民 ノ常二苦痛 トスルモノノ如ク又学校当事者モ共二遺憾 トスル トコロナリ然ル
ニ今般在バギオ早川日本人会長ヨリ尋常科修業者 ノ切実ナル要求二籍ラレ其等児童ノ内地若ハ
マニラヘノ就学ハ経費其他 ノ関係上到底不可能事ナル趣 ヲ以テ別紙ノ通リ同会経営二係ル 日本












男 女 男 女
現地の小学校 3 4 日本の高等女学校 0 4
セ ン トル イス ・ス クール 10 0 日本の高等女学校補習科 0 1
現地のハイスクール 3 2 日本の高等商業学校 1 0
現地のカレッジ 0 1 日本の専門学校 1 0
ツリニダー ド農業学校 0 3 日本の工業学校 1 0
小計 16 10 小計 3 5
バギオ市在住 7 8 日本の商社に就職 1 1
ツ リニ ダー ド 9 15 日本の陸軍関係勤務 1 0
バ ギオ ・ゴール ・ミル 0 2 日本の小学校に勤務 0 1
その他に在住 9 7 日本に在住 1 6
小計 25 32 小計 3 8
フィリピンの大学へ進学 1 0 満州国奉天に在住 1 0
マニラ市在住 3 5
小計 4 5 小計' 1 0
死亡 1 1
不明 10 8
(前掲、『松 籟 」の 「会員名簿」[74～77頁]により作成。)
また、学年暦にも 「現地主義の論理」が顔を出す。昭和14(1929)年7月25日に、バギオ日











早 目に学年を終わっておけば、日本での進学の4月 までの3カ 月間にその準備ができるという
利点があった。
しかし現状は、 「鉱山景気一段落ヲ告ゲ大工等 ノ移住者ナク従ツテ転出入学者最近二到リテ
殆 ドナシ」の状況にあ り、中等学校入学を目的として帰国する者も 「尋常科ヲ卒業ノ上直チニ
進学セシ者ハ極メテ僅少ナリ高等科ニテ勉学ノ上進学セルモノ大部分」となって、3カ 月早く



























道徳 ・訓育の徳 目においても日本式の言動様式との一致 を前提とした。アンケー ト調査におい












混血二世 自ら 「土人語」と称 し、 「見違えるような日本人」 ・「何等遜色のない」人間にし
ていただいたことに恩義を感じている。半分自らのものである言語と文化を奪われたことに対
する不満は微塵もない。
寺岡捷も 「比島第二世の心構」として次のように綴 っている。 「私達は日本に於ける人と変
りなくここの日本人小学校で立派な 日本の教育を受けたのである。即ち、六箇年或は八箇年、


























が近代化を早 く成 し遂げた日本の優位を示 し得るものであった。そうした落差を前提にして、
混血二世は半分の日本的なるものに優位を与え、この日本式教育に同調することが 「誇り」と






の論理」 ・ 「平等主義の論理」 ・ 「現地主義の論理」 ・ 「単一文化主義の論理」を指摘 したが、
最後に、ダバオにおける混血二世教育問題 との比較を通 して、バギオの特徴をさらに考察 した
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いと思う。
























































ある事を銘記すべきである」(35}と力説 している。 日本精神を堅持した者の定着こそが、 「発
展」であったのである。
ダバオは麻栽培を中心として、いわば"日 本人村"を 形成 した地域であったが、バギオに見
られた① 「邦人発展主義の論理」、② 「平等主義の論理」、③ 「現地主義の論理」、④ 「単一
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文化主義の論理」は、ダバオにおいては、① 「邦人発展主義の論理」と④ 「単一文化主義の論















(1)現在の東南アジア地域の呼称については、拙稿 「『南洋 」・『南方 』概念について」文
部省科学研究費補助金重点領域研究 「総合的地域研究」編「総合的地域研究一世界と地域












(9)早 瀬 晋三『 フィ リピン行 き渡航 者調査(1901～39年)一外務省外交史料館文書 「海外渡
航者名 簿」 よ り 」(「 総合 的地 域研究」成果報 告書 シリーズNo.a)、文部省科研重点領
域研究 「総合的 地域研究」総括班 ・公募研究 班 「南 方関与の論理」 、1995、135～138頁参
照 。
(10)志村 秀吉編『 邦人発展 四十周 年記念人 名鑑 』1940、61頁参照。
(11)早川 豊平 「所感 」在外指定 バギオ 日本人小 学校編『 ときは 』1940、18頁。
(12)(13)同上 、18～19頁。
(14)同上 、19～20頁。




(20)村井 熊雄 「祝 発=刊」富 田紫風 編『 松 籟 』バギオ 日本人小学校 同窓会、1940、5頁。
(21)同上 、6～7頁 。
(22)同上 、7頁 。
(23)本ア ンケ ー ト調査 につ いては、寺 岡マ リエ様 にこれらの方 々に一 堂に会 していただ くお
世話 を賜 わ った 。 また、 日本語 のみの ア ンケー トであったため、通訳 も寺岡様 に して いた
だ いた。貴重な 資料 も見せ ていただ き、ここ に厚 くお礼 を申し上 げます。また、寺岡様の
兄上様 の寺岡 カルロス様 には当時のお話 を して いただき、長岡良男様 と尾辻 ヨシ様にも、
当時 のお話 を して いただ く とともに、資料蒐 集で もお世話 にな りま した。深謝致 します。
(24)米田正武 「在 比島邦人子弟 の学校 教育 に関す る.調査」『 拓殖奨励館季報 』第1巻 第4号
昭 和15年2月 に よれ ば、 当時の学校 別混血児 童就学状況は次の表の通 りであ る。
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表 学校別混血児童就学状況
学校名 生徒総数 混血児数 比率
マニラ日本人小学校 700名 63名 9.00%
セブ日本人小学校 43 13 30.27
イロイロ日本人小学校 63 24 38.09
ダバオ日本人小学校 275 30 10.91
ミンタル日本人小学校 296 is 6.08
カ リナン日本人小学校 350 16 4.57
マナンブラン日本人小学校 131 17 12.97
バヤバス日本人小学校 133 11 8.27
ダリヤオン日本人小学校 228 14 6.13
トンカラン日本人小学校 99 13 13.13
バンカス日本人小学校 36 8 22.22
カテガン日本人小学校 76 13 17.10
ディゴス日本人小学校 104 42 40.38
ワガン日本人小学校 86 26 30.23
(25)「在外指定 バ ギオ 日本人小学校 」、前掲 、「 比律賓年鑑 』(昭和12度版)、392頁参照。
ダバ オ 日本人 学校以 下は、 ミ ンダナオ島に存在 した学校 であ る。この 中ではディゴスの40
%が 最高 であるが、 バギオ には及ばな い。
(26)同上、175頁。
(27)青柳智子様 によれ ば、前 日まで帰国 の用意 をしておきなが ら、親の気持 ちを察 して当 日




(30)塚本 勇 「少年 時代の偲び 」、同上、41頁。



























菅沼 貞風「 新 日本図 南の夢 』(原 稿)
菅沼 貞風、マニ ラ上 陸。7.6客死
日本郵船 のマニ ラ線 が定期航路 化
マニ ラ領 事館書記生 ・鈴木成章 、パ ンパ ンガ州に 日本人移民受 け入れ
のための調査
田川森 太郎、 イロイロに渡 る
マニ ラ領 事館一時 閉鎖(明 治29年10月まで)
日清講 和条約(下 関条約)で 台湾 を領有
フ ィ リピン独立戦争勃 発
ア メ リカ、フ ィリピンを領 有 し移民 条例 を実施。一切の契約移民 を中止
マニ ラに 日本入 会設 立
三井物 産マニ ラ支店 開設
日本 政府、 フィ リピン行 き自由移民 の取 り扱 いを許可。フィ リピン政
府 代表ケ ノン少佐 と神戸渡 航合資 会社 との聞 に移民に関する契約 が
とり交わ される
曹 洞宗 布教使 ・遠藤 龍眠、 イン ドか らの帰途マニ ラに立ち寄って開教
須 田良輔(鹿 児島県人)、30名 を引率 してダバオに移民。ラパ ンダイ
のア ワ ド氏耕地 に農業労働 者 として入 る
岩 田芳 人 ら、マニラ市内 よ り日本人労働 者35名を募集 し、ベ ンゲッ ト
工事 現場へ送 る
東 洋汽船会社 の香港丸で 、フィ リピン第1回 移民125名がマニラに入
港 。ベ ンゲッ トに上 る
フ ィ リピン第2回 移民166名、マニラ入港
この年、ベ ンゲ ッ ト道路 ・ナ ギ リア ン道路兵 舎建築な どのため1,470
名 が帝国殖民 会社 ・海外渡航 会社 その他 の移民会社 によって渡比
大 城孝蔵、 移民 地視察のた めマニ ラに出発(沖 縄県国頭郡 よ り500名
のマニ ラ移民 志望者)
帝 国植民合 資会社の業務代理 人 ・当山久三の取 り扱 いによ り、ベ ンゲ
ッ ト道路開 削工事 のため に111名が大城 孝蔵監 督のもと、沖縄 県初
の移民 と してマニ ラに渡 る。 この年総数360名が移民
太 田恭三郎 ・柳 原隆人 ・大城 孝蔵 ・井上 直太郎 ・諸隈弥策等が、ベ ン
ゲ ッ ト道路工 事完成に先立 っ こと4カ 月、180名の移民 を先発隊 と
して ダバ オへ送 り込む
この年、ベ ンゲ ッ ト道路 ・ナギ リア ン道路 兵舎建築な どのため1,626
名が帝国殖民 会社 ・海外渡 航会社 その他の移民会社によって渡比
太 田恭三郎等 、さ らに第2回 ダバオ転航 移民100名を移送。沖縄移民































































































マニ ラに福島県人交友 会成 立
ダバ オ 日本人栽培協 会創 立
ミイタナオ倶楽部 、 日本倶楽部JapanClubと改 名
マニ ラ領 事館 は総領事館 に昇格
ダバ オ 日本入会定期評議 会に おいて、柳原 会長よ り学校設立につ いて
一 同に諮 り、満場之 を諒 と し、大森 四郎 以下4名 を委員 として調査
立 案に当た ら しむ 。
イロイロ 日本人 会設立
マニ ラ市に 日本入氷屋連 合組合設 立
フィ リピン議会 で土地 法公布。外 国人 は新 たに官有地の租借 または払
下 げを受け ることができな くなる
第一 次不況時代 にな リ、 日本人 は多数帰国 ・転 住。 しか し、沖縄 県人
はよ く留 まる
バ ギオ 日本人会設立
マ ニラ本願寺仏教 会、英語夜学校 を開校
ダバオ に領事館 分館 設置
外 務省、沖縄 県人のブ ラジル 渡航移民 の募集 を差 し止める。
比島在留邦人 青年団結成 、英 語夜学校 を経 営
ダバオ分館 の調 査によれ ば、在留邦人総数5,820名中、沖縄県人は
1,260名で22%弱
大 同貿易株式 会社マニラ支店 開店
本 派本願寺布教 使 ・多田諦雲 、マニ ラ本願 寺駐 在
マニラ本願寺 、フィ リピン政府 に単一法人 と して登録される
米 国同胞教 会比島監督宣教師 ウィ ドー ス宅 にて聖書研究 会開催(マ ニ
ラにお ける邦 人基 督教集 団の濫 鵤)
サ ンボ アンガ 日本人 会設立
本 派本願寺仏教婦人 会マニ ラ支部設立
マニラ広島県人 会設 立
ダバオ 日本人 会評議 員会 は、聖 上陛下(当 時皇太子殿下)御 成婚の記
念事業 と して、 日本人小学校 設立 を決議
第 一次世界大戦 の影響に よる不況で、 ダバ オ在留邦人2,693名に減 る
ダバオ運転手組 合創 立
ダバオ 日本人 会、井上直:太郎 、児島宇一 、大森 四郎、柏原達象、園部
寅之助、上原 仁太 郎、高畑民蔵 の7氏 を学校 創立調査委員 とし、会
長 ・古川義三 の統制 下 に具体 的に乗 り出す
ダバオ 日本人小 学校 創立
ミ ンタル 日本人 小学校 創立
米 国で排 日移民 法成 立。ハ ワイ ・米本土へ の移民禁止





































ライリバー拓殖会社を譲 り受け、独立 して麻事業 ・ヤシ林の直営




















四耕地連合自営者会(ダ クダオ ・ラクソン ・ベントラ ・スアレスの各



































締 方二関 シ稟請 ノ件」外務 大臣幣原 喜重郎宛
ダバオ在留 邦人1万 名 を超 え る。 会社 数40余社
アパ リ 日本 人会設立
マニラ 日本人小 学校、御 真影 を奉戴 する
マニラ 日本人小 学校 、教育勅 語謄本 を奉戴 す る
福 島県海外協 会 ダバオ支部設 立
広 島県海外協 会 ダバオ支部設 立
五耕 地連合 自営 者会(ミ ンタル ・ビアオ ・ギヤ ンガ ・リバーサイ ド ・
タロモ リバ ー拓殖 株式 会社 の5会 社 の 自営者)設 立。 日本人会社耕
地 の代表的 自営者会
ミ ンタル商工 会設 立
マニラ本願寺 、新築入仏式挙 行
ダバオ 日本 人基 督教会創立
マニラ 日本 人船 舶大工組合創 立
福 岡県海外協 会 ダバオ支部設 立
ダバオ和歌 山県人会設立
～1936(昭和11)まで5次 にわた って満州 への武装 ・試験移民3,104人が
送 り出されたが、 ここまで北海道 と沖縄 は募集地域から外 され てい
た
マニラ 日本 入小学校、学則変 更 に伴 い卒 業式 を1月 に繰 り上 げる
マニラ 日本商 業会議所設立
キヤ ビテ 日本人会設立
ヌエバ ・エ シバ 日本人会設立
ダバオ に トリール下宿屋 同業組 合創立
マニラ に日本人 マ ッサ ージ会創立
内南 洋への沖縄 県出身移民 は1万5千 人(邦 人 移民 の57%)
ダバオ にラサ ン日本 人小学校創 立
ダバオにマ ナンプラ ン日本人 小学 校創立
イロイ ロ日本人 小学校 創立
バ ギオ 日本人小学校 、高等科増設
ダバオ に トリル 商工 会設立
ダバオに トンカラ ン日本人小学校 創立
ダバオ商工会創設
ダバオにバ ンカス 日本 人小学校創 立
ダバオ写真 同業組合設立
セ ブ 日本人小学校開校
ダバオにラ クソ ン協 同組 合(麻 の共同販売、商品の共同購入 および組
合 員に配給等)設 立
ダバオに ダ リアオ ン ・トリール理髪 同業組 合創立

































ダバ オにデ ィゴス 日本人小学校創 立
ダバ オにバヤバ ス 日本人小学校 創立
熊本県海 外協会 ダバ オ支部設 立
マ ニラに比律賓大亜 細亜協 会設 立
ダバオに トンカラ ン協同組合 創立
ダバ オの ミンタル に本願 寺落成 し、真宗大谷派 に属する
ダバオに木曜会(領 事 ・太 田興業 ・三井物産 ・飯崎商店 ・酒井商店 ・
大力商 会 ・松尾商店 ・大阪貿 易 ・竹内商店 ・清本商店 ・森 商店 ・瀧澤
太陽 堂)設 立
マ ニラ 日本人小 学校 、補 習科(夜 学)を 設 置 し授業開始(生 徒16名)
ダバオ理髪 同業組合 設立
ダバオ 日本人漁 業組 合設立
ダバオ にカ リナ ン日本人 小学校創立
在 比 日本人軟式野球 連盟成立
第1回 比島学 生訪 日視察 団(組 織お よび 引率者 ・西本願寺布教使 ・
山之内秀雄)マ ニ ラ出発(～5.27)
イ ロイロ 日本 人会、小学校 内に英語 夜学 講習所設置
在 比邦人小 学校 長会議始 まる(～5.18)
マニラ仏教 青年会、本願 寺内に設立
比島学生旅 行協会設立(会 長 ・フィ レモ ン ・コシオ、名誉会長 ・山之
内秀雄)
比律賓群 島 自転 車輸入組合成 立
ダバオ三州 会(薩 摩 ・大 隅 ・日向の三州出身者)設 立
比律賓協 会、東京に設立(会 長 ・徳川頼 貞)
ダバオ佐賀 県人会設立
ダバオ岐阜 県人会設立
大城孝蔵 、健康 を害 しダバオ市 ア ンダ街 の上原旅 館で急逝。享年54歳
この頃 までに、マニ ラにお ける沖縄 県出身 の漁業従事者 は約800人。
全 日本人 の7割 を占める
本願寺 にマニラ 日本語学校 開校(校 長 ・山之 内秀雄)
ピコール 日本人小学校創 立
日本倶楽部JapanClub、NipponClubと改名
ダバ オにカテガ ン 日本人小学校創 立
長崎県海外 協会マニ ラ支部発会 式
マニ ラ沖縄 県人会設 立
第2回 比島学生訪 日視察団(組 織 および引率者 ・西本願寺布教使 ・
山之 内秀 雄)マ ニ ラ出発(～5.25)
マニ ラにア ジア倶楽部結 成
ダバ オにダ リアオン 日本人小学校 創立


























五相会議決 定 「国策 の基 準」
ダバ オ信 州人会設立
ジヤパ ン ・インフォメー ション ・ビュー ロー(日 本案 内所)設 立
(所長 ・山之 内秀雄)
私立 開南中学校創立
ダバ オの ダリアオンに仏教会館 が建立 され 、真宗大谷派本願寺 に属す
松江春 次、サ イパ ン製糖 所 にこの年2千 人 の沖縄 県移民 を入れ る
(入江 寅次『邦 人海 外発展史 上下 」の 沖縄 県移民記事 はこれのみ)
ダバオに東 ラサ ン日本人小学校 創立
ダバ オ 自転:車同 業組合 創立
長崎県海 外協会 マニ ラ支 部創立
『 商工新 報 」、『 マニラ 日 日新 聞 』とな る
マ ニラ交正会創立
マ ニラ石原産業株 式会社創立
南陽 同志会(沖 縄 県人会 とは別の在留県 人同志)組 織 され る
(顧問 に真栄 平房 仁、副 会長に伊芸万栄 、理事に仲 間徳治 ・比嘉一
雄等の 名前 があ る)
日中戦争勃 発
ダバオ更正 会創立
南 カマ リネス州在留邦人 が在 留民協和 会 を組 織
ダバオ 日本 人会機構 改革 、学 校中心 の地 方分権制 となる
南 カマ リネ ス在留民 協掬会 、南カマ リネ ス 日本人会 と改名
マ ニラ 日本人小学校 、『 フィ リピン読本 』発行
防 長海 外協 会マニラ支部発会 式。事務所 は大 同貿易株式会社マニラ支
店 内
ダバオに ミンタル女 学院創立
マ ニラ唯一 のアマチュ ア写真 団体 と して、マニラフ ォ トサ ロン創立
マ ニラ 日本人 小学校 に事務所 をお いて向上 会設立
北 カマ リネ ス 日本人会設立
大 城孝蔵の功績 を永遠 に伝 えるため 、沖縄 県入有志が那覇市の海洋開
館庭園 に胸像 をつ くる
郷 里 ・金 武村 の有志が 、全 身像 をつくる
ダバオ にワガ ン日本人小学校 創立
フィ リピンの在留邦 人25,700余名中、 ダバオ市に13,900余名
蒲原廣 二『 ダバオ邦 人開拓史 』
日本 漁業連合組 合発会式
マ ニラ市サ ンタクロース 区アル ・ヒダル ゴ街近辺居住者が近友会組織
この頃、豊見城 ・兼 城 ・小禄 ・恩納な どから二男 ・三男お よび新分家

























































(前掲 、『 比律賓 年鑑 』(昭 和12度版)、
邦人 開拓史 』等 によ り作成 。)
同 じく昭和13年版 ・15年度版 、前掲、「 ダバオ
118
